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うと市議会だより　第46�号 2

専
決
処
分

◆
宇
土
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

・
施
行
日　

平
成
26
年
４
月
１
日

ừ
主
な
改
正
内
容
Ử

・
後
期
高
齢
者
支
援
等
課
税
額
及
び
介
護
ೲ
付
金
課
税
額
の
限
度
額
を
、

そ
れ
ͧ
れ
２
０
，
０
０
０
円
Ҿ
き
上
げ
る
。

・
ܰ
減

定
所
得
基
準
に
つ
い
て
、
５
ׂ
ܰ
減
の
対
象
に
単
身
ੈ
ଳ
も

該
当
す
る
も
の
と
し
、
２
ׂ
ܰ
減
の
基
準
額
計
算
方
法
を
「
33
万

円
ʴ
35
万
円
ʷ
ඃ
保
険
者
数
」
か
ら
「
33
万
円
ʴ
45
万
円
ʷ
ඃ
保

険
者
数
」
に
改
め
る
。

条
　
　

例

◆
宇
土
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

・
施
行
日

　

ܰ
࢛
ྠ
ं
等
及
び
小
型
特
घ
自
動
ं
関
係　

平
成
27
年
４
月
１
日

　

原
動
機
付
自
転
ं
及
び
ೋ
ྠ
ं
関
係　

平
成
27
年
４
月
１
日

　

法
人
市
民
税
関
係　

平
成
26
年
10
月
１
日　

　

そ
の
他　

平
成
29
年
１
月
１
日
な
ど

ừ
主
な
改
正
内
容
Ử

・
ܰ
࢛
ྠ
ं
等
及
び
小
型
特
घ
自
動
ं
の
標
準
税

を
、
自
Ո
用
の
も

の
は
１
⁒５
ഒ
、
そ
の
他
の
も
の
は
約
１
⁒２
５
ഒ
に
Ҿ
き
上
げ
る

（
平
成
27
年
３
月
31
日
以
前
に
新
規
ं
྆
番
号
の
指
定
を
受
け
た
も

の
へ
の
ܰ
減
ા
置
及
び
新
規
ं
྆
番
号
の
指
定
か
ら
13
年
を
ܦ
ա

し
た
も
の
へ
の
ॏ
課
ા
置
あ
り
）。

・
原
動
機
付
自
転
ं
及
び
ೋ
ྠ
ं
の
標
準
税

を
、
約
１
⁒５
ഒ
（
最


２
，０
０
０
円
）
に
Ҿ
き
上
げ
る
。

・
地
域
間
の
税
ݯ
の
ว
在
性
を
ੋ
正
し
、
財
政
力
格
ࠩ

の
ॖ
小
を
図
る
た
め
、
法
人
市
民
税
法
人
税
ׂ
の
税


を
、
１４
・
７
ύ
ー
セ
ン
ト
か
ら
１ù
・
１
ύ
ー
セ
ン

ト
に
Ҿ
き
下
げ
る
。

◆
宇
土
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

熊
本
県
ͻ
と
り

Ո
ఉ
等
ҩ
ྍ
費
助
成
事
業
費
補
助
金
交
付
要
ྖ
の

改
正
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

・
施
行
日　

公
布
の
日
（
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
ద
用
）

ừ
主
な
改
正
内
容
Ử

・「


」
の
定
義
を
「
一
方
ຢ
は

方
が
ཆ

で
あ
る
も
の
」
を
含

む
も
の
と
す
る
。

◆
史
跡
宇
土
城
跡
保
存
整
備
検
討
委
員
会
設
置
条
例
の
制
定

　

࢙

宇
土


の
保
ଘ
整
備
に
関
し
、
ઐ

的
見
地
か
ら
の
意
見
を

ٻ
め
る
た
め
の
機
関
を
設
け
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

・
施
行
日　

公
布
の
日

ừ
主
な
制
定
内
容
Ử

・
所
ঠ
事
務　

࢙

宇
土


の
保
ଘ
整
備
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
࢙


宇
土


に
関
し
必
要
と
認
め
る
こ
と
を
৹
議
し
、
答
申
す
る

こ
と
。

・
組
৫　

学
ࣝ
ܦ
ݧ
者
等
の
10
人
以
内

・

期　

２
年
。
࠶

可

・
報
　ु

特
別
৬
の
৬
員
で
ඇ
常
ۈ
の
も
の
の
報
ु
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
に
お
い
て
、
５
，１
０
０
円
と
定
め
る
。
た
だ
し
、
現

৬
の
弁
護
࢜
、
ҩ
ࢣ
、
公
認
会
計
࢜
及
び
大
学
教
त
等
に
あ
っ
て

は
１
０
，０
０
０
円

予

算

◆
平
成
25
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

ࡀ
入
ࡀ
出
そ
れ
ͧ
れ
３
億
１
，０
６
７
万
９
千
円
増
額
し
、
૯
額
を

１
４
９
億
２
，７
４
６
万
７
千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
農
業
基

盤
整
備
促
進
事
業
、
準
用
Տ
川
改
修
事
業
の
増
額
補
正
。

◆
平
成
26
年
度
宇
土
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

ࡀ
入
ࡀ
出
そ
れ
ͧ
れ
55
万
５
千
円
増
額
し
、
૯
額
を
47
億
６
，８
０

９
万
３
千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
国
保
連
合
会
共
同
電
算
委

託
料
の
増
額
補
正
。

　
◆
平
成
26
年
度
宇
土
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

ࡀ
入
ࡀ
出
そ
れ
ͧ
れ
９
３
９
万
円
増
額

し
、
૯
額
を
９
，７
６
３
万
５
千
円
と
す

る
。
主
な
も
の
は
、
水
道
管
理
費
の
増

額
補
正
。

人
　
　

事

◆
宇
土
市
副
市
長
の
選
任
（
任
期
４
年
）

　


　ా

৴
　

ࢯ
（
࠶

）

　
◆
宇
土
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
（
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
）

�

（
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
）

　

Ӝ
川　

　࢘

ࢯ
（
新

）

平成26年 第２回定例会
　第̎ճఆྫ会Λ݄͔̒̒Β݄̒��·Ͱɼ��ؒͷ会ظͰ։͠࠵·ͨ͠ɻ
　市ఏग़議Ҋとͯ͠ɼӉ市੫ྫͷҰ෦վਖ਼ͳͲྫؔ݅�ɼฏ�6Ұൠ会ิܭਖ਼༧ࢉͳͲ༧݅̑ؔࢉɼઐ
ܾॲͷใٴࠂͼঝೝ̒݅ɼӉ市෭市ͷબͳͲਓࣄҊ݅̎݅ɼͦͷଞ̏݅ɼ議һఏग़議Ҋとͯ͠ҬแׅέΞγεςϜ
Ҋͷと͓りܾఆ͠·ͨ͠ɻݪॻͳͲ্͕̎݅ఔ͞Εɼ͍ͣΕݟΊΔҙٻԉΛࢧஙͷͨΊҬͷ࣮ʹԠͨ͡ߏ
　議Ҋͷओͳ༰Լهͷと͓りͰ͢ɻͳ͓ɼ議ܾ݁Ռ��ϖʔδʹɼ֤ҕһ会Ͱͷ৹ࠪ༰ɼ��ʙ�4ϖʔδʹ͠ࡌه
͍ͯ·͢ɻ

市議会議員選挙の投票日決定 !!
　今年の10月20日で任期満了となる宇土市議会議員の一般選挙の日程が
決まりました。9月28日告示・10月5日投票です。
　投票日に投票に行けない方は9月29日から10月4日まで，宇土市役所別館（旧勤労
青少年ホーム）と市役所網田支所・網津公民館で期日前投票ができます。
ɹબڍࢀʹ࣏Ճ͢ΔେࣄͳػձͰ͢ɻօ͞Μථʹ͖ߦ·͠ΐ͏ʂ
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ฏ�6 �݄ ���

ฏ��ୈ̎ճӉٞࢢձఆྫձɹҰൠ࣭問Ұཡද
発言順 氏名 質問事項（大項目） 掲載ページ
̍ ฏ ɹߐ ޫ ً （1）�小த学校の夏ق休業தに͓͚るϓーϧ։์に͍ͭͯ ̐

̎ ౻ Ҫɹ ܚ ๆ （1）�ϑοԽચޱに͍ͭͯ
（2）�৬һの۰ڭҭに͍ͭͯ ̑

̏  ɹޱ म Ұ

（1）�ࡂとආ難
（2）�高ྸԽとຽ生ҕһの役ׂ
（3）�গとεϙーπ
（4）�ۭՈόンΫとωοτڥ

̒

̐ த ɹޱ ढ़ 
（1）�庁舎ݐઃに͍ͭͯ
（2）�ኼೝରࡦに͍ͭͯ
（3）�҆શɾ҆心ͳ·ちͮ͘Γに͍ͭͯ

̓

̑ ࣲ ాɹ ਖ਼ थ （1）�花園地区ఆॅࡦに͍ͭͯ
（2）�ো͕͍ൃୡのれの͋る子Ͳのࢧԉに͍ͭͯ ̔

̒ և ɹ  ࢠ

（1）�ॅຽαーϏεの্に͍ͭͯ
（2）�ң͕ΜのૣݟൃظのऔΓみに͍ͭͯ
Γに͍ͭͯͮ͘ڥԉΛඞཁと͢る児童生ెのࢧ�（3）
に͍ͭͯࡦରڥ�（4）
（5）�҆શで҆心ͳ·ちͮ͘Γに͍ͭͯ

̕

̓ ֽ 㟒ɹ  ࣏

に͍ͭͯࡦରݮのҩྍඅݥຽҩྍ保ࠃ�（1）
（2）�骨髄όンΫドナー登録のਪਐ
（3）�小த学校ΤΞίンઃஔに͍ͭͯ
（4）�҆શɾ҆心ͳ·ちͮ͘Γに͍ͭͯ

10

̔  ాɹ ᷵ Ұ

に͍ͭͯݥ保߁ຽ健ࠃ�（1）
（2）�෦地区のఆॅରࡦに͍ͭͯ
ҭڭ�（3）
（4）�ফஂに͍ͭͯ

11

̕ ଜ ాɹ એ ༤
（1）�ଟ様ͳҟ業छとの࿈ܞに͍ͭͯ（৽ن）
（2）�ແ農ༀɼݮ農ༀഓ࡞とೝఆ੍
Խ࡞のઓུࡊੑػ�（3）

12

˗ฏ��年度宇土市Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̍߸ʣ
　歳入歳出それぞれ10億1,535万1千円を増額し，総額を143億535万1千円とする。

費　目
（歳出概要）

予算額
（千円）

歳出の主なもの
（　）内は補正額【単位：千円】

総 務 費 18,782 庁舎建設基金積立金（10,000），交通安全対策事業経費（7,325）

民 生 費 63,648 社会福祉協議会経費（33,004），老人福祉施設整備事業（15,000）

衛 生 費 56,496
高齢者インフルエンザ予防接種事業（9,960），浄化槽設置事業
（34,128），自然エネルギー補助事業（8,300）

農林水産業費 69,938
宇土市の旬を届ける実行協議会補助金（4,000），排水機場維持管
理補助金（9,000），適正化事業（41,800）

商 工 費 24,291
住宅リフォーム助成事業（5,424），宇土マリーナ桟橋等補修経費
（8,000）

土 木 費 477,427
地方道路等整備事業（112,770），社会資本整備総合交付金事業
（舗装）経費（160,800）

消 防 費 20,544
耐震性貯水槽設置事業（8,000），防災行政無線デジタル化整備事
業（10,368）

教 育 費 284,225
網津小学校プール改築事業（178,206），文化的景観整備事業
（37,849）

uto-46_p02-03cs6.indd   3 2014/08/01   16:57:15



うと市議会だより　第46�号 4

Ұൠ࣭

Ն
ٳ
Έ
ͷ
ࢠ
Ͳ

ͨ
ͪ
ͷ

ϓ
ồ
ϧ
։
์
ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　

こ
こ
数
年
、
Ն
ٳ
み
の
ϓ
ー

ル
開
์
を
実
施
す
る
た
め
の
制
約
が

大
変
ݫ
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今

の
̥
̩
̖
の
管
理
下
だ
け
で
の
体
制

で
は
ϓ
ー
ル
開
์
事
業
が
ফ
໓
す
る

ڪ
れ
が
あ
る
。
จ
Պ
省
に
お
い
て
も
、

水
ӭ
等
の
事
ނ
防
ࢭ
に
つ
い
て
「
児

童
ੜ
ె
の
水

事
ނ
が
特
に
学
校
の

Ն
ق
ٳ
業
に
入
っ
た
直
後
に
多
発
す

る

向
に
あ
る
の
で
、
学
校
に
お
い

て
は
、
水
ӭ
事
ނ
防
ࢭ
に
関
す
る
৺

得
を
े
分
指
導
し
、
̥
̩
̖
な
ど
を

通
͡
て
、
Ո
ఉ
に
も
指
導
の
झ
ࢫ
を

周

す
る
よ
う
に
配
ྀ
す
る
こ
と
」

と
通
達
が
あ
る
事
か
ら
、
教
育
委
員

会
は
指
導
の
面
か
ら
全
く
の
無
関
係

と
は
い
え
な
い
。
市
と
し
て
何
ら
か

の
関
༩
が
出
来
な
い
か
。

答　

Ն
ٳ
み
期
間
中
の
ϓ
ー
ル
開

์
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
管
理
下
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
̥
̩
̖
が



を
も
っ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
と
考

え
る
。
そ
れ
ͧ
れ
の
̥
̩
̖
が
学
校

か
ら
ϓ
ー
ル
を
आ
用
し
て
実
施
す
る

も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の


が
̥

̩
̖
に
あ
る
こ
と
は
、
平
成
24
年
に

県
内
他
市
で
起
こ
っ
た
水

事
ނ
直

後
の
県
̥
̩
̖
連
合
会

か
ら
֤
学

校

・
̥
̩
̖
会

Ѽ
て
の
通

の

と
お
り
。
市
と
し
て
の
関
༩
に
つ
い

て
は
、
̥
̩
̖
か
ら
の
具
体
的
な
要

望
等
が
あ
っ
た
際
に
対
応
し
て
参
り

た
い
。�

（
教
育
部

）

問　

市
は
受
け
身
と
し
て
具
体
的

な
要
望
が
出
る
ま
で
ア
ク
シ
ἀ
ン
を

取
ら
な
い
と
の
事
。
し
か
し
、
こ
の

ま
ま
で
は

視
体
制
が
作
れ
な
い
ஂ

体
か
ら
ϓ
ー
ル
の
開
์
が
中
ࢭ
さ
れ

て
し
ま
う
ڪ
れ
が
あ
る
。
そ
う
な
れ

ば
、
ւ
や
川
で
の
事
ނ
発
ੜ
に
ۙ
ͮ

く
こ
と
に
な
る
し
、
空
調
が
整
っ
て

い
る
部

で
ば
か
り
ա
ご
し
て
い
れ

ば
健
全
な
育
成
は
保
た
れ

い
。
ࢲ

が
思
う
限
り
、
今
の
̥
̩
̖
の
ॏ
要

課
題
と
思
わ
れ
る
案
件
に
つ
き
、
今

後
市
と
し
て
ϓ
ー
ル

視
体
制
の
ڧ

化
を
ٻ
め
た
い
が
。

答　

ϓ
ー
ル

視
体
制
の
ڧ
化
に

対
し
て
の
支
援
に
つ
い
て
は
指
ఠ
の

通
り
、
熊
本
市
で
は
希
望
す
る
学
校

に
お
い
て
教
育
委
員
会
と
֤
単
Ґ
̥

̩
̖
、
֤
学
校
で
形
成
さ
れ
る
ϓ
ー

ル
開
์
運
Ӧ
委
員
会
の
設
置
や
補
助

金
の
増
額
等
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。
Ҽ
み
に
運
Ӧ
費
に
お
い
て
、

宇
土
小
で
は
̥
̩
̖
会
員
数
が

６
０
０
ۙ
く
あ
る
が
、
緑
川
小
、


ׁ
小
で
は
８０
程
度
し
か
な
い
。
５
ඦ

円
集
め
て
も
会
員
数
が
８０
あ
っ
た
と

し
て
４
万
円
、
こ
れ
で
は
と
て
も
運

Ӧ
で
き
な
い
。
と
い
う
こ
と
で
ඇ
常

に
ݫ
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
理
ղ

し
て
い
る
。
何
ら
か
の
対
策
は
必
要

で
あ
ろ
う
と
ࢲ
も
思
っ
て
い
る
。
数

年
前
か
ら
、
̥
̩
̖
連
合
会
と
意
見

交

会
を
ຖ
年
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
ϓ
ー
ル
の

運
Ӧ
体
制
に
つ
い
て
の
課
題
が
出
て

い
る
。
た
だ
現
時
点
で
市
か
ら
助
成

金
と
い
う
話
は
出
て
い
な
い
が
、
対

話
の
中
で
今
後
の
対
応
も
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
く
。�

（
市

）

夏休み前に PTAで行われる心肺蘇生法講習会

子ども達の夏休みを充実させる為に私達ができることは

（
無
所
属
）

平
江
　
光
輝
　
議
員
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Ұൠ࣭

ϑ
ỽ
Խ

ચ
ޱ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　


ࣃ
予
防
は
、
Ո
ఉ
で
や
る

べ
き
こ
と
で
あ
っ
て
学
校
で
や
る
事

で
は
な
い
と
考
え
る
。

答　

県
は
、
平
成
22
年
に
「
熊
本

県
ࣃ
及
び
ޱ
ߢ
の
健
康
ͮ
く
り
推
進

条
例
」
を
制
定
し
֤
校
に
フ
ỽ
化
物

ચ
ޱ
の
ि
１
回
実
施
を
推

し
た
。

今
年
度
中
に
全
市
町
ଜ
の
小
中
学
校

で
（
全
校
も
し
く
は
一
部
で
）
フ
ỽ

化
物
ચ
ޱ
を
実
施
す
る
と
３
月
に
発

ද
。
本
市
も
来
年
１
月
か
ら
༮
ஓ
園

と
小
中
学
校
全
校
で
保
護
者
同
意
の

も
と
開
始
す
る
予
定
。� （
教
育
部

）

答　

人
的
、
財
政
的
手
当
て
に
つ

い
て
は
、
保
健
ࢣ
が
֤
学
校
に
ෝ
き
、

希
ऍ
や
配
布
等
の
指
導
に
当
た
る
。

宇
土
小
や


中
な
ど
の
大
規
模
校

で
は
学
年
や
ク
ラ
ス
を
༵
日
ご
と
に

分
け
て
行
う
。
12
月
定
例
会
に
補
正

予
算
を
上
程
し
た
い
。
保
護
者
に
対

す
る
説
明
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育

課
と
連
ܞ
し
て
順
次
開
催
し
て
い
く
。

ま
た
、
学
校
ࣃ
Պ
ҩ
や
県
ࣃ
Պ
ҩ
ࢣ

会
の
協
力
を
得
て
、
フ
ỽ
化
物
の
有

ޮ
性
や
安
全
性
、
具
体
的
方
法
等
に

つ
い
て
理
ղ
を
得
た
い
。
フ
ỽ
化
物

を
使
っ
た
む
し
ࣃ
予
防
が
、
ط
に
ੈ

ք
中
の
多
く
の
ઐ

機
関
が
あ
ら
Ώ

る
方
法
で
確
認
を
行
い
、
安
全
か
つ

有
ޮ
で
あ
る
と
の
結
論
が
出
て
お
り
、

̬
̝
̤
も
ް
࿑
省
も
実
施
を
推

し

て
い
る
。
ࣃ
ຏ
き
ࡎ
と
同
様
、
う
が

い
ӷ
を
ޡ
飲
し
て
も
安
全
面
で
の
৺

配
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
平
成
16

年
か
ら
フ
ỽ
化
物
ચ
ޱ
を
保
育
園
に

順
次
導
入
し
た
が

題
は
起
き
て
い

な
い
。
今
後
も
取
り
ѻ
い
に
つ
い
て

は
े
分
注
意
し
て
い
く
。

�

（
健
康

ࢱ
部

）

指
摘　

フ
ỽ
化
物
ચ
ޱ
の
ة
険
性

を
指
ఠ
し
、
ޮ
果
を
൱
定
す
る
意
見

も
あ
る
。
ै
っ
て
、
৻
ॏ
の
上
に
も

৻
ॏ
を
期
す
べ
き
。
ま
た
、
学
校
現

場
は
、
ෆ
ొ
校
、
い
͡
め
等
の
対
応

や
教
ࢣ
の
仕
事
の
増
Ճ
で
大
変
な
状

況
だ
。
学
校
で
や
る
こ
と
と
Ո
ఉ
で

や
る
こ
と
は
明
確
に
分
け
る
べ
き
だ
。

৬
員
ͷ

۰
教
ҭ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　

市
民
か
ら
৬
員
の
対
応
に
つ

い
て
ݫ
し
い
指
ఠ
が
あ
っ
た
。
接
۰

教
育
を
ప
ఈ
す
べ
き
。

答　

৬
員
の
説
明
が
े
分
で
は
な

く

切
৺
が
足
り
な
い
と
ײ
͡
ら
れ

た
方
が
い
ら
っ
し
Ỵ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
大
変
申
し
༁
な
く
思
う
。

　

市

所
に
お
ӽ
し
の
市
民
の
方
が

ؾ
࣋
ち
よ
く
、
そ
の
対
応
に
ޚ
ຬ
足

い
た
だ
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
。
接

۰
能
力
を
高
め
る
ҝ
、
取
組
ん
で
い

る
。
૯
合
受
付
業
務
も
৬
員
ݚ
修
と

Ґ
置
付
け
、
ि
２
回
は
৬
員
が
交


で
案
内
業
務
を
行
い
、

切
な
対
応

を
学
ぶ
機
会
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
部
ݚ
修
後
は
、
֤
৬
場

内
で
の
報
告
ݚ
修
も
実
施
し
て
い
る
。

　

お
話
の
件
は
、
お
٬
様
の
ご
希
望

を
全
て
ټ
み
取
れ
な
か
っ
た
か
ら
の

事
と
思
う
。

　

最
ۙ
は
、
市

所
の
対
応
が
良
く

な
っ
た
と
い
う
お
๙
め
の
言
༿
も
多

く
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
後
も
、
৬
員
の
資
質
向
上
を
図

り
、
き
め
ࡉ
や
か
で

切
な
対
応
が

で
き
る
よ
う

め
て
行
く
。�

�

（
૯
務
部

）

子ども達の明るい未来のために
宇土小学校の児童

（
無
所
属
）

藤
井
　
慶
峰
　
議
員

uto-46_p04-12cs6.indd   5 2014/08/01   17:00:06



うと市議会だより　第46�号 6

Ұൠ࣭

ڊ
େ
ࡂ

ͱ

ࡂ
ɾ
ආ


問　

市
が
実
施
し
た
平
成
23
年
Ỗ

25
年
の
津
波
・
高
ை
対
策
の
実
施
状

況
の
報
告
を
。

答　

市
内
に
５
ἃ
所
防
災
備



ݿ
、
戸
ޱ
・
辺
ా
・
直
築
の
֤
地
区

に
津
波
ආ

路
整
備
。

部
ా
地
区
、

小

地
区
の
高
ை
対
策
。
国
土
交
通

省
の
緑
川
、

戸
川
の
అ
防
補
ڧ
が

進
ん
で
い
る
。�

（
建
設
部

）

問　
「
ౡ
原
大
変
、
ං
後


」

の
大
津
波
ඃ

以
来
ೋ
ඦ
年
を
か
け

て
津
波
・
高
ை
対
策
が
続
け
て
来
ら

れ
た
と
思
う
。
戸
ޱ
地
区
の
要
望
も

含
め
報
告
を
。

答　

今
年
４
月
に
戸
ޱ
地
区

託

会
か
ら
「
ط
ଘ
の
防
ை
అ
の
高
さ
が


い
」
と
అ
防
ਹ
上
げ
の


書
が

出
て
い
る
。
市
は
防
災
ة
機
管
理
上
、

早
急
に
対
処
す
べ
き
案
件
と
考
え
、

漁
ߓ
施
設
機
能
診
断
調
査
結
果
を
も

と
に
、
改
修
が
必
要
な
個
所
か
ら
整

備
を
行
う
。�

（
ܦ
済
部

）

ೝ


ɾ

త
ো
͕
͍
ऀ

問　

緑
川
・
網
津
・
網
ా
地
区
の

ա
去
５
年
間
の
高
齢
化

と
一
人


ら
し
ੈ
ଳ
の
推
移
の
報
告
を
。

答　
５
年
間
の
高
齢
化

の
推
移
は
、

緑
川
が
３
⁒７
％
上
が
り
３０
⁒０
％
、

網
津
が
２
⁒１
％
上
が
り
３４
⁒４
％
、

網
ా
が
２
⁒７
％
上
が
り
４０
⁒０
％
。

高
齢
者
の
一
人

ら
し
は
、
緑
川
が

36
ੈ
ଳ
増
の
１
５
２
ੈ
ଳ
、
網
津
が

22
ੈ
ଳ
増
の
２
３
１
ੈ
ଳ
、
網
ా
が

39
ੈ
ଳ
増
の
２
８
７
ੈ
ଳ
と
増
Ճ
が

続
い
て
い
る
。�

（
健
康

ࢱ
部

）

গ

ͱ
ε
ϙ
ồ
π

問　

最
ۙ
の
ス
ϙ
ー
π

は

ん

に
な
る
ば
か
り
、
小
学
校
の
部
活
動

の
現
状
に
つ
い
て
報
告
を
。

答　

少
子
化
の
中
、
多

な
教
員

が
小
学
校
部
活
動
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
市
内
の
小
学
校
に
お
い
て
も
、

４
年
ੜ
か
ら
種
目
別
の
指
導
を
行
っ

て
い
る
。�

（
教
育
部

）

問　

小
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
、

จ
部
Պ
学
省
や
熊
本
県
教
育
員
会
の

方
針
の
内
容
や
宇
土
市
の
対
応
に
つ

い
て
ฉ
き
た
い
。

答　

จ
Պ
省
・
熊
本
県
の
提
言
を

受
け
、
宇
土
市
で
は
、
宇
土
市
委
員

会
・
う
と
ス
ϙ
ー
π
ク
ラ
ϒ
・
学

校
・
保
護
者
に
よ
る
検
討
委
員
会
の

設
置
等
を
視
野
に
入
れ
検
討
す
る
。

�

（
教
育
部

）

�

（
教
育
部

）

ۭ
͖
Ո
ό
ϯ
Ϋ
ͱ

෦
地

۠
ͷ
ω
ỽ
τ

ڥ

問　

市
の

部
地
域
の
急
ܹ
な
ա

ૄ
で
増
え
続
け
る
空
き
Ո
対
策
と
、


部
地
域
ネ
ỽ
ト
環
境
（8J�'J

環

境
）
改
ળ
の
取
組
み
と
し
て
住
民
主

体
で
「

報
通
৴
ա
ૄ
対
策
改
ળ
期

成
会
」
を

り
運
動
を
起
こ
し
た
時
、

市
は
支
援
す
る
の
か
ฉ
き
た
い
。　

答　

空
き
Ո
状
況
の
調
査
を
行
い
、

ି
付
可
能
な
空
き
Ո
を
調
べ
、
宇
土

市
に
ద
し
た
空
き
Ո

報
の
提
供
手

ஈ
を
検
討
す
る
。

部
地
域
の
ネ
ỽ

ト
環
境
改
ળ
の

題
は
、
現
在
の

ネ
ỽ
ト
利
用
状
況
は
̖
̙
̨
̡
Ճ
入


が
15
％
程
度
と

い
の
で
ޫ
通
৴

の
整
備
は

し
い
。
し
か
し
宇
土
市

内
の

報
格
ࠩ
ղ
ফ
の
た
め
に
は
、


報
通
৴
ٕ
ज़
の
進
歩
に
よ
る
無
線

̡
̖
̣
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ී
及
・

サ
ー
ビ
ス
動
向
を
見
な
が
ら
、
民
間

事
業
者
へ
ಇ
き
か
け
る
。
住
民
運
動

は
ޮ
果
が
大
き
い
の
で
、
で
き
る
限

り
支
援
を
行
い
た
い
。� （
ا
画
部

）

松合地区高潮最高点（7.5ｍ）石柱と高潮被害説明版

巨大災害と防災，認知症見守り，少年スポーツ

（
無
所
属
）

野
口
　
修
一
　
議
員
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市
ி
ࣷ
建
設
ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　

市
ி
ࣷ
は
、
ত

40
年
に
མ

成
し
た
も
の
で
あ
り
、
૬
当
老
朽
化

し
て
い
る
が
、
耐
震
診
断
の
結
果
で

は
、
ி
ࣷ
全
て
の
֊
で
震
度
６
ڧ
程

度
の
大
地
震
が
発
ੜ
し
た
場
合
、
ி

ࣷ
は
大
き
な
ඃ

を
受
け
、

յ
等

の
ڪ
れ
も
予

さ
れ
る
。
こ
れ
が
、

も
し
、
平
日
の
執
務
時
間
ଳ
に
あ
れ

ば
来
ி
さ
れ
て
い
る
市
民
の
方
に
ॏ

大
な
ඃ

が
及
ぶ
こ
と
に
な
り
か
Ͷ

な
い
。
ま
た
ி
ࣷ
は
災

時
の
対
策

本
部
等
の
機
能
を
有
し
て
お
り
、
ி

ࣷ
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
道
ے
を
つ

け
る
こ
と
が
؊
要
で
あ
り
、
市

の

考
え
を
お
ਘ
Ͷ
す
る
。

答　

平
成
23
年
東
日
本
大
震
災
の

際
、
ඃ
災
地
域
の
ி
ࣷ
が
յ
໓
状
ଶ

に
な
り
、
行
政
機
能
が
ෆ
全
に
な
る

状
況
が
起
き
た
。
本
市
に
お
い
て
も

市
ி
ࣷ
は
災

時
の
緊
急
対
策
や
෮

چ
対
策
の
ڌ
点
と
な
る
ॏ
要
な
施
設

で
あ
り
、
৬
員
に
よ
る
ϓ
ロ
ジ
ỻ
ク

ト
ν
ー
ム
を
設
置
し
、
新
ி
ࣷ
建
設

に
つ
い
て
事
前
調
査
ݚ
ڀ
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
市
所
有
の
施
設
等
現

状

Ѳ
や
施
設
全
体
の
管
理
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
公
共
施

設
等
૯
合
管
理
計
画
を
策
定
す
る
。

併
せ
て
、
市
議
会
や
市
民
の
ご
意
見

を

き
公
共
施
設
整
備
を
検
討
す
る

委
員
会
を
設
置
し
、
様
ʑ
な
機
能
を

有
す
る
新
ி
ࣷ
建
設
を
含
め
た
公
共

施
設
整
備
の
方
針
や
財
ݯ
、
時
期
等

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。� （
市

）

௨
ֶ
路
ͷ
ަ
௨
҆
શ
対
策

ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　

通
学
路
に
お
け
る
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
５
月
県
下

一
੪
ة
機
箇
所
の
点
検
及
び
֤
地
区

等
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
て
整
備
さ

れ
て
い
る
が
、
校
区
ຖ
の
整
備
状
況

に
つ
い
て
質

す
る
。

答　

校
区
ຖ
に
お
答
え
す
る
。
宇

土
小
校
区
は
、
ٶ
ঙ
交
ࠩ
点
の
横
断

歩
道
等
の
ന
線
の
Ҿ
き
直
し
を
行
っ

た
。
Ֆ
園
小
校
区
は
、
ඦ
合
ἃ
ٰ
地

区
か
ら
の
通
学
路
に
転
མ
防
ࢭ
ࡤ
を

設
置
し
、
小
学
校
前
の
横
断
歩
道
等

ന
線
の
Ҿ
き
直
し
を
行
っ
て
い
る
。


ׁ
小
校
区
は
東

中
ԝ
線
の
交
通

ྔ
が
増
え
ة
険
で
あ
り
、
横
断
者
注

意
の
路
面
ද
示
を
行
っ
た
。
緑
川
小

校
区
は
下
新
開
農
道
の
交
通
ྔ
が
増

え
ة
険
で
あ
り
、
横
断
注
意
の
路
面

ද
示
を
行
っ
た
。
網
津
小
校
区
は
住

٢
区
の

部
農
໔
道
路
は
幅
員
が
ڱ

く
横
断
歩
道
が
設
置
で
き
な
い
の
で
、

横
断
歩
道
指
示
線
と
交
ࠩ
点
に
カ

ラ
ー
舗
装
に
よ
る
道
路
標
示
を
行
っ

た
。
網
ా
小
校
区
は
ٶ
の
前
区
の
ே

൧
前
橋
の
転
མ
防
ࢭ
と
し
て
手
す
り

を
設
置
し
た
。
宇
土
東
小
校
区
は
６

ஸ
目
か
ら
ࡾ
֯
線
の
踏
切
に
か
け
て

ة
険
防
ࢭ
の
た
め
カ
ラ
ー
舗
装
を

行
っ
た
。
ま
た

安
ࣉ
か
ら
ା
内
ஂ

地
に
通
ず
る
通
学
路
は
子
ど
も
議
会

で
要
望
が
あ
っ
て
お
り
、
カ
ラ
ー
舗

装
等
を
予
定
し
て
い
る
。

�

（
教
育
部

）

市庁舎建設について
市役所本庁舎

（
無
所
属
）

中
口
　
俊
宏
　
議
員
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Ֆ
Ԃ
地
۠
ͷ
ఆ
ॅ

策
ʹ

ͭ
͍
ͯ

問　

Ֆ
園
地
区
の
人
ޱ
の
動
向
、

そ
れ
に
伴
う
ब
学
前
児
童
の
受
け
入

れ
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。
ま
た
、

Ֆ
園
中
学
校
建
設
の
考
え
も
含
め
今

後
の
計
画
は
。

答　

Ֆ
園
地
区
の
人
ޱ
は
、
ա
去

４
年
間
で
２
９
８
人
増
Ճ
し
て
い
る
。

現
在
も
住
宅
開
発
が
進
ん
で
お
り
、

社
会
増
に
よ
る
人
ޱ
の
増
Ճ
が
見
込

ま
れ
る
。�
（
建
設
部

）

答　

ब
学
前
児
童
数
も
増
Ճ

向

に
あ
り
、
Ֆ
園
地
区
の
保
育
所
は
、

定
員
を
常
に
上
回
っ
て
い
る
状
ଶ
で

あ
る
。
ま
た
、
入
所

ち
児
童
が
数

໊
発
ੜ
し
て
お
り
、
Ֆ
園
地
区
外
の

保
育
所
へ
の
入
所
児
童
数
も
多
い
。

Ֆ
園
༮
ஓ
園
で
は
༮
ஓ
園
規
制
に
基

ͮ
き
対
応
し
て
い
る
が
、
１
ク
ラ
ス

分
の
空
き
が
あ
る
。
園
ࣷ
は
耐
用
年

数
の
45
年
を
ܦ
ա
し
た
部
分
も
あ
る

が
、
財
政
負
担
等
を
考
ྀ
し
て
ҡ
࣋

管
理
に

め
て
い
る
。
昨
年
度
、


部
地
区
の
保
育
所
か
ら
、
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
建
て
替
え
を
機
に
Ֆ
園

地
区
東
部
へ
の
移
転
の
申
し
出
が

あ
っ
た
。
実
現
す
れ
ば
、
地
域
間
の

バ
ラ
ン
ス
も
保
た
れ
、
少
子
化
に
よ

る
Ө
ڹ
も
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
。

市
も
ੵ
ۃ
的
に
支
援
し
、
実
現
し
た

い
。
Ֆ
園
中
学
校
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
Ֆ
園
地
区
以
外
の
他
地
区
の
人

ޱ
が
減
少

向
に
あ
り
、
今
後
の
ੜ

ె
数
の
推
移
҃
い
は


中
校
区
の

人
ޱ
の
動
向
等
を
踏
ま
え
対
応
し
た

い
。�

（
市

）

ো
͕
͍

ൃ
ୡ
ͷ

Ε
͕
͋
Δ

ࢠ
Ͳ


ͷ
ࢧ
ԉ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　

ো
が
い
を
࣋
っ
て
い
る
子
ど

も
達
に
は
、
ద
切
な
早
期
ྍ
育
を
行

う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
が
、

期

に
及
ぶ
た
め
ܦ
済
的
負
担
も
大
き
い
。

市
ಠ
自
の
助
成
制
度
を
設
け
て
は
ど

う
か
。

答　

ब
学
前
児
童
に
対
す
る

ࢱ

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
日
常
ੜ
活
の

基
本
動
作
の
指
導
等
を
行
う
児
童
発

達
支
援
事
業
と
、
保
育
所
等
へ
ઐ


的
な
支
援
を
行
う
保
育
所
๚

支
援

事
業
が
あ
る
。
児
童
発
達
支
援
事
業

は
利
用
者
27
໊
で
あ
り
、
利
用
料
は

原
ଇ
自
己
負
担
が
１
ׂ
だ
が
、
課
税

状
況
に
よ
り
上
限
額
が
θ
ロ
、
４
，

６
０
０
円
、
３
７
，２
０
０
円
の
３

ஈ
֊
と
な
る
。

　

県
内
で
は
、
熊
本
市
の
み
が
自
己

負
担
額
１
ׂ
の

額
分
を
助
成
し
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
同
様
の
助
成

を
し
た
場
合
、
平
成
25
年
度
実

額

で
は
約
37
万
円
が
必
要
ܦ
費
と
な
る
。

現
在
は
、
多
く
の
人
の
自
己
負
担
額

は

額
で
あ
る
た
め
、
す
ぐ
に
助
成

制
度
を
導
入
は
し
な
い
が
、
他
市
の

動
向
も
踏
ま
え
、
今
後
の
検
討
課
題

に
し
た
い
。

�

（
健
康

ࢱ
部

）

花園幼稚園の園児たち

宇土市の人口増加策についての取組みは

（
無
所
属
）

柴
田
　
正
樹
　
議
員
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Ұൠ࣭

ॅ
民
α
ồ
Ϗ
ε
ͷ

্
ʹ

ͭ
͍
ͯ

問　

全
国
の
ί
ン
ビ
ニ
で
も
ೲ
税

が
で
き
る
ί
ン
ビ
ニ
ೲ
税
の
導
入
に

つ
い
て
。

答　

県
下
で
は
、
熊
本
市
な
ど
７

市
が
実
施
。
27
年
度
は
水
ມ
市
、
28

年
度
は
ീ

市
が
予
定
。
本
市
は
、

ί
ス
ト
面
で
༏
Ґ
な
ޱ
࠲
ৼ
替
の
推

進
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

�

（
市
民
環
境
部

）

問　

住
民
ථ
等
の
ূ
明
書
を
交
付

で
き
る
ί
ン
ビ
ニ
交
付
の
導
入
に
つ

い
て
。

答　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
施
行

さ
れ
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
、

利
用
が
始
ま
り
、
そ
の
ී
及

や
ূ

明
書
等
の
発
行
数
の
推
移
を
見
た
上

で
検
討
し
た
い
。� （
市
民
環
境
部

）

ң
͕
Μ
ͷ
ૣ
ظ
ൃ
ݟ
ͷ
औ

Γ

Έ
ͭ
͍
ͯ

問　

݂
ӷ
検
査
に
よ
る
ң
が
ん
リ

ス
ク
検
診
は
、
バ
リ
ウ
ム
を
使
う
ै

来
の
̭
線
検
査
に
比
べ
て
、
身
体
的

負
担
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
導
入

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
本
市

で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

答　

本
市
で
は
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る

ң
̭
線
検
診
を
実
施
し
て
い
る
が
、

受
診
者
の
身
体
的
、
৺
理
的
負
担
が

増
え
て
お
り
、
昨
年
度
の
受
診

は

１３
⁒５
％
と


し
て
い
る
。
今
後

は
、
国
の
動
向
等
を
注
視
し
、
導
入

に
つ
い
て

断
し
た
い
。

�

（
健
康

ࢱ
部

）

�

（
健
康

ࢱ
部

）

ࢧ
ԉ
Λ
ඞ
ཁ
ͱ
͢
Δ
ࣇ
ಐ
生

ె
ͷ

ڥ
ͮ
͘
Γ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　

様
ʑ
な
特
性
を
࣋
つ
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
์
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
と
児
童
発
達
支
援
事
業
の

現
状
に
つ
い
て
。

答　

์
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
、
市
内
事
業
所
２
ἃ
所
及
び
市

外
施
設
で
41
໊
が
利
用
。
今
般
、
市

内
に
新
た
な
施
設
が
開
設
さ
れ
、
今

後
の
利
ศ
性
向
上
に
期

し
て
い
る
。

ま
た
、
児
童
発
達
支
援
事
業
は
、
市

内
事
業
所
は
１
ἃ
所
し
か
な
く
、
市

外
施
設
を
含
め
27
໊
が
利
用
。
ど
ち

ら
も

機
児
童
が
発
ੜ
し
て
い
る
。

�
（
健
康

ࢱ
部

）

問　

૬
ஊ
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
。

答　

ઐ

機
関
の

介
や
子
育
て

৺
理
૬
ஊ
を
案
内
し
て
い
る
。

�

（
健
康

ࢱ
部

）

答　

小
中
学
校
で
は
本
年
度
か
ら

宇
土
市
特
別
支
援
教
育
૬
ஊ
員
５
໊

を
採
用
。
保
護
者
の
ྃ
ղ
の
も
と
、

様
ʑ
な
支
援
の
選

が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。�

（
教
育
部

）

問　

施
設
整
備
の
助
成
制
度
に
つ

い
て
。　
　
　

答　

現
在
、
社
会

ࢱ
法
人
以
外

の
ஂ
体
の
整
備
は
市
が
行
う
補
助
の

対
象
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
国
等
へ

の
補
助
申
請
や

報
提
供
な
ど
、
ੵ

ۃ
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

�

（
健
康

ࢱ
部

）

�

　
（
健
康

ࢱ
部

）

҆
શ
Ͱ
҆
৺
ͳ
·
ͪ
ͮ
͘

Γ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͍
ͯ

問　

防
災
行
政
無
線
電
話
応
答
装

置
の
市
民
へ
の
周

に
つ
い
て
。

答　

市
内
全
ੈ
ଳ
へ
同
装
置
の
電

話
番
号
を
記
入
し
た
シ
ー
ル
を
配
布

し
、
周

す
る
。�

（
૯
務
部

）

問　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て
。

答　

国
の
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
を
活
用
し
て
実
施
す
る
予
定
。
現

行
の
設
備
の
施
工
か
ら
18
年
が
ܦ
ա

し
て
お
り
、
住
宅
事

等
の
変
化
も

考
ྀ
し
、
े
分
な
調
査
を
実
施
し
て
、

よ
り
よ
い
シ
ス
テ
ム
の
ߏ
築
を
実
施

し
て
い
く
。�

（
市

）

市民サービスの向上を目指して
保健センターでの検診の様子

（
無
所
属
）

芥
川
　
幸
子
　
議
員
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Ұൠ࣭

҆
৺
҆
શ
ͳ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　

Ֆ
園
小
学
校
通
学
路
を
中
৺

と
し
た
交
通
安
全
対
策
に
お
け
る

ゾ
ー
ン
30
推
進
市

マ
ニ
フ
ỻ
ス
ト

の
考
え
方
は
。

答　

今
年
３
月
に
市
֗
地
中
৺
部

が
ゾ
ー
ン
30
と
し
て
指
定
を
受
け
た

が
、
現
時
点
で
は
、
進
入
ޱ
に
30
Ω

ロ
規
制
の
公
安
委
員
会
の
標
ࣝ
が
立

ち
、
市
で
ゾ
ー
ン
30
の
路
面
ද
示
を

行
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
今
年
度
以
߱

順
次
、
県
ܯ
と
一
ॹ
に
な
っ
て
エ
リ

ア
内
の
交
通
安
全
対
策
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
ޮ
果
を
検

ূ
し
た
う
え
で
、
Ֆ
園
小
学
校
区
に

つ
い
て
も
県
ܯ
と
協
議
し
な
が
ら
、

エ
リ
ア
指
定
を
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。�

（
市

）

খ
த
ֶ
ߍ
Τ
Ξ
ί
ϯ
設
ஔ

ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　

現
在
の
小
中
学
校
の
エ
ア
ί

ン
設
置
状
況
及
び
今
後
の
設
置
計
画

に
つ
い
て
。

答　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
現
在

未
設
置
と
な
っ
て
い
る
教
室
等
に
エ

ア
ί
ン
を
設
置
す
る
た
め
の
設
計
業

務
委
託
料
の
補
正
予
算
を
上
程
し
て

い
る
。

　

設
計
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

֤
教
室
に
何

の
エ
ア
ί
ン
が
必
要

で
、
全
て
の
小
中
学
校
に
設
置
し
た

場
合
の
事
業
費
の
算
出
及
び
設
計
図

を
作
成
す
る
た
め
の
ܦ
費
を
計
上
し

た
も
の
で
あ
る
。�

（
教
育
部

）

ࠎ

ό
ϯ
Ϋ
υ
φ
ồ
ొ


ͷ
ਪ
進

問　

ࠎ

ド
ナ
ー
ొ

の
推
進
の

た
め
の
宇
土
市
の
対
応
、
ࠎ

移
২

ド
ナ
ー
支
援
事
業
制
度
に
つ
い
て
。

答　

宇
土
市
で
も
、
こ
の
ࠎ

バ

ン
ク
制
度
に
つ
い
て
周

す
る
と
と

も
に
、
ࠎ

バ
ン
ク
を
通
͡
て
ド

ナ
ー
と
な
っ
た
方
の
負
担
ܰ
減
の
た

め
に
、
今
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

提
供
１
回
に
つ
き
、
10
万
円
の
助
成

を
行
う
「
宇
土
市
ࠎ

等
移
২
ド

ナ
ー
支
援
事
業
」
に
か
か
る
補
正
予

算
を
提
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
制
度
を
周

し
、
ࠎ

バ
ン
ク

へ
の
ొ

者
の
増
Ճ
を
推
進
し
て
い

く
。�

（
健
康

ࢱ
部

）

ࠃ
民
ҩ
ྍ
อ
ݥ
ͷ

ݮ
対

策
ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　

後
発
ҩ
ྍ

へ
の
取
り
組
み

状
況
及
び
使
用
状
況
。
ま
た
、
今
後

の
ී
及
促
進
に
つ
い
て
。

答　

平
成
25
年
10
月
か
ら
平
成
26

年
３
月
ま
で
の

年
間
の
使
用
状
況

は
、
数
ྔ
ϕ
ー
ス
で
は
４８
⁒２
％
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

年
間
の
後

発
ҩ
ༀ

の
合
計
金
額
は
３
，

４
７
６
万
円
、
ױ
者
負
担
分
を
３
ׂ

と
す
る
と
、
保
険
者
負
担
は
７
ׂ
の

２
，
４
３
３
万
２
千
円
と
な
り
、
単

७
に
後
発
ҩ
ༀ

ༀ
ࡎ
料
が
先
発
ҩ

ༀ

ༀ
ࡎ
料
の

額
で
あ
る
と
仮
定

し
た
場
合
、
１
年
間
で
約
４
，

８
６
０
万
円
程
度
が
ҩ
ྍ
費
の

減

額
と
考
え
ら
れ
る
。
平
成
24
年
度
の


減
額
が
約
４
，１
０
０
万
円
程
度

だ
っ
た
の
で
、
２
ׂ
程
度

減
額
は

৳
び
て
い
る
。�

（
健
康

ࢱ
部

）

骨髄ドナー登録受付

新規事業として「宇土市骨髄等移植ドナー支援事業」を開始

（
無
所
属
）

樫
﨑
　
政
治
　
議
員
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Ұൠ࣭

Ψ
ϯ
ݕ

ͷ
ड

ྉ
ܰ
ݮ

Ͱ
ड


ͷ

্
Λ

問　

特
定
健
診
の
無
料
化
で
受
診


が
向
上
し
、
ප
ؾ
の
早
期
発
見
・

早
期
治
ྍ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

֤
種
Ψ
ン
検
診
の
受
診
料
を
ܰ
減

し
、
受
診

の
向
上
を
図
り
、
市
民

の
健
康
を
क
る
取
り
組
み
を
ڧ
め
る

べ
き
だ
。

答　

現
在
、
Ψ
ン
検
診
の
受
診
料

は
、
３
ׂ
程
度
を
個
人
負
担
、
残
り

の
７
ׂ
を
市
負
担
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
国
の
補
助
事
業
を
受
け
て
、
特

定
の
年
齢
対
象
者
に
は
無
料
で
実
施

し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

Ψ
ン
は
早
期
発
見
、
早
期
治
ྍ
が

最
ળ
で
あ
り
受
診
ק

に

め
て
い

き
た
い
。�

（
健
康

ࢱ
部

）

経
済
త
ʹ
ۤ
͠
͍
ࣇ
ಐ
ɾ

生
ె
ʹ
対
͠
ࢧ
ԉ
ڧ
Խ
Λ

問　

安
ഒ
内
ֳ
が
進
め
る
ܦ
済
政

策
は
、
大
ا
業
や

༟

に
は
大
き

な
利
ӹ
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
国

民
に
は
円
安
に
よ
っ
て
Ψ
ι
リ
ン
を

は
͡
め
ੜ
活
関
連
の
༌
入
物
資
が
値

上
が
り
し
、
ੜ
活
が
ۤ
し
く
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
４
月
か
ら
の
ফ
費
税

の
５
％
か
ら
８
％
の
Ҿ
き
上
げ
に
よ

り
、
い
っ
そ
う
ੜ
活
を
ѹ
ഭ
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
ܦ
済
的
に
ۤ
し
い
児

童
・
ੜ
ె
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し

た
児
童
・
ੜ
ె
を
支
援
す
る
ब
学
援

助
制
度
が
あ
り
、
ੵ
ۃ
的
に
利
用
す

べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
小
中
学
校
の

ී
通
教
室
に
エ
ア
ί
ン
設
置
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
地
元
業
者
に
発
注
す

べ
き
で
あ
る
。

答　

ब
学
援
助
制
度
に
つ
い
て
は
、

小
中
学
校
と
連
ܞ
を
図
り
な
が
ら
制

度
の
活
用
に

め
て
ま
い
る
。
エ
ア

ί
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、
財
政
課
に

お
い
て
一
般
ڝ
૪
入
ࡳ
や
ઐ

的
な

工
事
等
を
আ
き
市
内
の
請
負
業
者
を

༏
先
し
て
指
໊
す
る
よ
う

め
て
い

る
。

�

（
教
育
部

）

ফ

ஂ
員
ͷ
ใ
ु
等
ͷ
Ҿ

͖
্
͛
Λ

問　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
ফ

防
ஂ
の

ׂ
が
ま
す
ま
す
ॏ
要
に

な
っ
て
い
る
。
政

は
、
昨
年
12
月

に
「
ফ
防
ஂ
を
中
֩
と
し
た
地
域
防

災
力
の
充
実
に
関
す
る
法

」
を
制

定
し
、
そ
の
13
条
で
は
「
国
お
よ
び

地
方
公
共
ஂ
体
は
ফ
防
ஂ
員
の
処
۰

の
改
ળ
を
図
る
た
め
、
交
付
税
ા
置

の
中
で
、
出
動
、
܇
࿅
、
そ
の
他
の

活
動
の
実
ଶ
に
応
͡
た
ద
切
な
報
ु

お
よ
び
費
用
弁
償
の
支

い
が
さ
れ

る
よ
う
、
必
要
な
ા
置
を
ߨ
͡
る
も

の
と
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
ফ
防

ஂ
員
の
報
ु
等
の
Ҿ
き
上
げ
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

交
付
税
は
、
市
町
ଜ
の
人
ޱ

に
基
ͮ
き
算
定
さ
れ
て
お
り
、
ফ
防

ஂ
員
の
数
に
基
ͮ
く
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
、
出
動
手
当
に
つ
い
て
も
災


の
規
模
の
大
き
さ
や
出
動
の
回
数
に

よ
っ
て
大
き
く
ҟ
な
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
交
付
税
に
対

し
ফ
防
ஂ
員
へ
の
報
ु
や
出
動
手
当

の
支
出
が
上
回
っ
て
お
り
、
今
後
と

も
、
ফ
防
ஂ
員
の
処
۰
改
ળ
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
ফ
防
ஂ
員
数
な
ど
も
考

ྀ
し
て
、
実
ଶ
に
合
っ
た
交
付
税
の

算
定
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
国
や

県
に
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

�

（
૯
務
部

）

来年度から小中学校の普通教室にエアコン設置　発注は地元業者へ
宇土救難所訓練

（
無
所
属
）

福
田
　
慧
一
　
議
員
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問　

有
機
農
業
、
エ
ί
フ
Ỹ
ー

マ
ー
等
と
の
ੜ
産
管
理
の
૬
違
点
と

認
定
制
度
の
要
件
は
。

答　

県
で
は
、
土
ͮ
く
り
を
し
て

化
学
合
成
し
た
ං
料
や
農
ༀ
を
で
き

る
だ
け
使
わ
な
い
「
環
境
に
配
ྀ
し

た
農
業
」
を
ứ
く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン

農
業
Ừ
と
ݺ
ん
で
い
る
。

　
ứ
く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
農
業
Ừ
に

は
、
ੜ
産
એ
言
を
行
っ
た
ੜ
産
者
の

中
で
、
そ
の
他
の
認
ূ
・
認
定
等
を

受
け
て
い
な
い
ੜ
産
者
を
ứ
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
Ừ、
化
学
ං
料
を

３０
％
以
上
減
ら
す
な
ど
の
導
入
に
関

す
る
計
画
を
作
成
し
そ
の
計
画
を


事
が
認
定
し
た
農
業
者
を
ứ
エ
ί

フ
Ỹ
ー
マ
ー
Ừ、
農
ྛ
水
産
省
が
定

め
た
「
特
別

ഓ
農
産
物
に
係
る
ද

示
Ψ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
ͮ
き
、
化

学
合
成
農
ༀ
と
化
学
ං
料
の

方
を

׳
行
Ϩ
ϕ
ル
と
比
べ
て
50
％
以
上
減

ら
し
て

ഓ
さ
れ
た
農
産
物
で
あ
る

ứ
特
別

ഓ
農
産
物
Ừ、
化
学
ං
料
及

び
化
学
農
ༀ
を
׳
行
の

ഓ
よ
り

50
％
以
上
減
ら
し
、
県
の
認
ূ
を
受

け
た
農
産
物
を
ứ
有
作
く
ん
Ừ、
有

作
く
ん
の
認
ূ
を
受
け
た
農
産
物
の

う
ち
化
学
合
成
ං
料
、
化
学
合
成
農

ༀ
と
も

ഓ
期
間
中
ෆ
使
用
の
も
の

を
ứ
有
作
く
ん
１
０
０
Ừ、
作
付
け

の
２
年
以
上
前
か
ら
、
化
学
ං
料
、

化
学
農
ༀ
を
全
く
使
わ
な
い
で
つ
く

る
ứ
̟
̖
̨
法
有
機
農
産
物
Ừ
以
上

が
、
熊
本
県
が
行
っ
て
い
る
ੜ
産
管

理
の
૬
違
に
よ
る
認
定
制
度
で
あ
る
。

�

（
ܦ
済
部

）

ༀ
༻
࡞

等
地
域
特
࢈

࢈

地
֬
ཱ
ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

問　


方

ࡎ
と
な
る
原
料
の
ੜ

ༀ
の
年
間
使
用
ྔ
は
２
万
２
千
ト
ン

で
81
％
が
中
国
産
で
国
内
は
わ
ず
か

12
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

方
ༀ

メ
ー
カ
ー
は
、
国
内
調
達
を
拡
大
す

る
た
め
、
ෳ
数
の
県
や
産
地
と
แ
ׅ

的
連
ܞ
協
定
を
結
び
、
国
産
化
に
向

け
た
ݚ
ڀ
、
開
発
を
共
同
で
行
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
ༀ
用
作
物
等
地
域
特

産
物
産
地
確
立
支
援
事
業
へ
の
対
応

は
。

答　
̟
̖
ଳ
広
か
わ
に
し
で
は
、

１
９
８
５
年
に

ༀ
会
社
π
ム
ラ
と

ܖ
約

ഓ
を
開
始
し
、
多
様
な
ༀ
用

২
物
を
ࢼ
作
し
た
結
果
、
87
年
か
ら


ഓ
を
始
め
た
セ
ン
Ω
ュ
ウ
が
定
着

し
、
２
０
１
２
年
産
で
16
戸
が
６７
⁒

５
ϔ
ク
タ
ー
ル
で

ഓ
し
て
お
り
、

面
ੵ
は
10
年
前
の
７
⁒５
ഒ
に
な
っ

て
い
る
。

　

本
市
で
も
、
ༀ
用
作
物
の
産
地
化

が
促
進
さ
れ
れ
ば
、
ߞ
作
์
غ
地
の

活
用
や
中
ࢁ
間
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
も
期

で
き
る
。
熊
本

県
で

ഓ
さ
れ
て
い
る
９
種
の
ༀ
用

作
物
の
ウ
ί
ン
、
大
ഴ
ए
༿
、
ケ
ー

ル
等
の
作
物
な
ど
の

ഓ
状
況
を
検

ূ
す
る
΄
か
、

ༀ
メ
ー
カ
ー
等
か

ら
ༀ
用
作
物
の

報
を
収
集
し
、

県
・
ৼ
ڵ
ہ
・
̟
̖
等
と
協
議
を
行

い
、
補
助
事
業
を
活
用
し
、
ؾ
象
条

件
等
に
ద
し
た

種
の
選
定
・

ഓ

実
ূ
΄
の
設
置
を
行
う
考
え
で
あ
る
。

�

（
ܦ
済
部

）

　

そ
の
΄
か
、
日
常
的
野
菜
の

方

的
な
ޮ
果
や
ઓ
ུ
作
物
に
つ
い
て
質


を
行
っ
た
。

基幹産業の農業

農産物の戦略化を

（
無
所
属
）

村
田
　
宣
雄
　
議
員
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報告委員会

総
務
市
民

総
務
部
・
企
画
部
・
市
民
環
境
部
・
そ
の
他
を
所
管

経
済
建
設

経
済
部
・
建
設
部
・
農
業
委
員
会
を
所
管

　

論
議
さ
れ
ま
し
た
主
な
も
の
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
交
通
安
全
事
業
費
で
委
員
か
ら
「
東
小
学

校
の
通
学
路
の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
基
本
的
に
は
、

交
通
規
制
と
道
路
標
示
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

今
年
度
、
学
校
周
辺
に
カ
ラ
ー
舗
装
で
道
路
標
示
を

考
え
て
い
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ゾ
ー
ン
３０
エ
リ
ア
内
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
歩
道
を
拡
張
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。」
と
の

質
疑
に
対
し
、
執
行
部
か
ら
「
道
路
幅
は
変
え
ず
、

カ
ラ
ー
舗
装
等
で
歩
道
を
拡
げ
る
な
ど
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て
視
覚
で
訴
え
、
速
度
を
抑
制
す
る
の

が
狙
い
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
委
員
か
ら
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
国
は
ア
ナ

ロ
グ
自
体
、
周
波
数
の
幅
を
広
く
と
る
の
で
、
幅
を

小
さ
く
し
無
線
の
回
数
を
増
や
す
た
め
に
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
い
る
。」

　
「
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
の
期
限
は
今
の

と
こ
ろ
通
達
は
な
い
が
、
宇
土
市
で
は
緊
急
防
災
減

災
事
業
債
（
１
０
０
％
起
債
７０
％
交
付
税
）
が
ù８
年

度
ま
で
活
用
で
き
る
の
で
そ
の
事
業
債
を
使
っ
て
整

備
す
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
網
津
防
災
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
、
執

行
部
か
ら
「
現
在
、
網
津
支
所
は
老
朽
化
し
て
お
り
、

常
に
洪
水
の
常
襲
地
と
い
う
こ
と
で
建
て
替
え
を
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
移
転
地
に
つ
い
て
は
、

あ
く
ま
で
も
計
画
で
あ
る
が
、
市
が
所
有
す
る
網
津

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
横
に
住
環
境
整
備
を
し
た
時

に
併
せ
て
公
園
化
し
た
土
地
が
４
千
㎡
程
あ
る
の
で
、

そ
の
一
部
を
活
用
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

あ
く
ま
で
も
、
土
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
併
せ
て
、

そ
の
横
に
県
道
が
一
部
供
用
開
始
を
し
て
お
り
、
一

番
の
狙
い
は
県
道
の
改
修
促
進
を
図
る
と
い
う
こ
と

で
、
網
津
地
区
の
公
共
施
設
を
集
約
し
、
地
域
住
民

が
足
を
運
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
を
充
実
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
県
道
改
修
の
よ

り
早
い
促
進
を
図
り
た
い
。」
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
開
発
公
社
の
土
地
の
売
却
に
つ
い
て
、
委

員
か
ら
「
公
社
の
土
地
で
松
原
と
築
籠
の
売
却
額
は

い
く
ら
だ
っ
た
の
か
。」
の
質
疑
に
対
し
て
、
執
行

部
か
ら
「
一
坪
当
た
り
松
原
町
が
１ù
万
円
で
築
籠
町

が
７
万
円
。
い
ず
れ
も
公
示
価
格
や
基
準
地
価
、
路

線
価
、
固
定
資
産
の
評
価
額
な
ど
を
参
考
に
出
し
て

い
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
、
委
員
か
ら
「
公
社
が

売
却
す
る
直
前
に
、
当
該
地
を
ù０
万
円
で
購
入
し
た

い
と
言
う
希
望
者
が
い
た
よ
う
な
記
事
を
目
に
し
た

が
実
際
そ
の
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
の
か
。」
の
質
疑

に
対
し
て
、
執
行
部
か
ら
「
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な

か
っ
た
。
当
該
地
は
、
当
時
売
れ
残
っ
て
い
た
土
地

な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
高
値
で
の
購
入
希
望
の
話
が

あ
っ
た
ら
直
ぐ
売
っ
て
い
た
と
思
う
。」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
以
外
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
制
度
及
び
、
そ
れ
に
伴
う
電
算
シ
ス
テ
ム
の
対

応
方
針
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
委
員
か
ら
「
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新

の
費
用
は
い
く
ら
か
。」「
国
か
ら
の
補
助
等
も
あ
る

の
か
。」
の
質
疑
に
対
し
て
、
執
行
部
か
ら
「
更
新

の
費
用
は
、
他
市
の
例
で
は
５
年
間
で
３
億
３
千
万

円
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
更
新
に
関
し
て
の
補
助
金

は
な
い
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新
の
費
用
が
高

額
な
の
で
、
業
者
と
は
し
っ
か
り
と
費
用
面
の
交
渉

を
す
る
よ
う
に
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
全
て
原
案
の
と
お
り
承
認
可
決
及
び
同

意
致
し
ま
し
た
。

౻Ҫܚๆҕһ

　

論
議
さ
れ
ま
し
た
主
な
も
の
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
委
員
か

ら
「
こ
の
事
業
は
市
民
の
皆
様
に
も
好
評
で
申
し
込

み
が
多
く
、
予
算
が
な
く
な
り
補
助
が
受
け
ら
れ
な

い
人
も
い
る
。
ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
予
算
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行

部
か
ら
「
昨
年
度
ま
で
は
先
着
順
と
し
て
い
た
が
、

今
年
度
は
５
月
15
日
か
ら
６
月
27
日
ま
で
を
受
付
期

間
と
し
、
申
請
額
が
予
算
額
を
上
回
っ
た
場
合
は
抽

選
を
行
う
と
い
う
方
法
に
変
更
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
公
平
性
を
保
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
別
の
委
員
か
ら
「
中
古
住
宅

の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
も
対
象
と
な
る
の
か
。」
と
の
質

疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
木
材
利
用
促
進
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
、
子

育
て
支
援
の
う
ち
１
つ
以
上
の
工
事
を
含
む
リ

フ
ォ
ー
ム
で
あ
れ
ば
対
象
に
な
る
。」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
委
員
か
ら
「
宇
土
マ
リ
ー
ナ
の
修
繕
料
と

し
て
８
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
委

員
会
の
中
で
も
何
回
も
話
が
出
て
い
る
が
、
ど
こ
を

修
理
す
る
の
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
「
船
を
泊
め
る
桟
橋
が
老
朽
化
で
腐
食
し
て
き
て

い
る
た
め
修
理
を
す
る
。
マ
リ
ー
ナ
に
は
こ
ま
め
な

点
検
と
早
め
の
修
理
を
す
る
よ
う
に
指
導
を
行
っ
て

い
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
委
員
か
ら
「
指
定
管
理
の
見
直
し
は
。」
と
の

質
疑
が
あ
り
、「
指
定
管
理
の
更
新
に
向
け
て
協
定

書
の
中
身
を
見
直
す
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。」
と

の
答
弁
が
執
行
部
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
委
員
か
ら
「
宇
土
市
の
旬
を
届
け
る
実
行

協
議
会
の
補
助
金
が
４
０
０
万
円
計
上
し
て
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
事
業
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行

部
か
ら
「
宇
土
市
の
農
産
物
の
販
路
拡
大
を
目
的
と

し
て
、
昨
年
こ
の
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
。
昨
年
度

は
宇
土
市
の
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
を
、
東
京
・
有

楽
町
の
飲
食
店
で
提
供
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
基
に
農
産
物
の
活
用
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案

等
を
行
っ
た
。
昨
年
度
の
事
業
費
は
１
，
０
０
０
万

円
で
、
国
の
１
０
０
％
補
助
だ
っ
た
が
、
今
年
度
は

２
分
の
１
補
助
に
変
わ
っ
た
た
め
、
市
か
ら
も
補
助

を
行
う
も
の
で
、
機
能
性
野
菜
等
の
健
康
食
材
を
広

め
る
取
り
組
み
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
る
。」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
委
員
か
ら
、
要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模
建

築
物
耐
震
診
断
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
「
平
成
25
年
の
耐
震
改
修
促
進
法
の
改

正
に
伴
い
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
に
対
し
て
、
国
が

時
限
立
法
で
補
助
を
行
う
も
の
で
、
宇
土
市
で
該
当

す
る
の
は
１
件
で
あ
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
委
員
か
ら
「
こ
れ
は
耐
震
診

断
の
補
助
で
あ
る
が
、
耐
震
工
事
の
補
助
は
な
い
の

か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、「
ま
た
別
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
。」
と
の
答
弁
が
執
行
部
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
工
事
請
負
費
が
増

額
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
こ
の
工
事
を
行
う
の
か
。」

と
の
質
疑
が
あ
り
、「
網
津
の
井
戸
の
改
修
工
事
と
、

耐
衝
撃
性
で
は
な
い
ビ
ニ
ー
ル
管
が
布
設
し
て
あ
る

箇
所
の
耐
震
性
を
も
っ
た
管
へ
の
布
設
替
工
事
を
行

う
予
定
で
あ
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
お
よ
び
承

認
致
し
ま
し
た
。

ևࢠҕһ
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うと市議会だより　第46号 14

報告委員会

　

去
る
６
月
９
日
、
執
行
部
出
席
の
も
と
本
委
員

会
を
開
催
し
、
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
、
執
行
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、「
熊
本
・
宇
土
道
路
」
の
平
成
ù６
年
度

の
当
初
予
算
額
は
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
１
，

４
０
０
万
円
増
額
の
５
億
５
，
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

用
地
取
得
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
宇
土
市
側
、

熊
本
市
側
と
も
に
前
回
の
報
告
か
ら
進
捗
は
あ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
宇
土
市
側
で
は
、
６
か
所
、
３

０
０
㎡
の
未
買
収
用
地
を
残
す
の
み
で
す
が
、
こ

の
中
で
道
路
の
隅
切
り
に
あ
た
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
道
路
の
設
計
変
更
等
で
対
応
で
き
る
も
の
は

対
応
し
て
い
く
と
の
国
土
交
通
省
の
方
針
で
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

工
事
の
状
況
で
す
が
、
宇
土
市
側
、
熊
本
市
側

合
わ
せ
て
３
件
の
地
盤
改
良
工
事
が
行
わ
れ
て
お

り
、
新
た
に
２
件
の
地
盤
改
良
工
事
の
発
注
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
（
仮
称
）
緑
川
大
橋
に
つ
い
て
は
、
宇
土
市
側

の
下
部
工
工
事
が
１
件
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

後
の
予
定
と
し
て
は
、
漁
業
補
償
に
関
す
る
交
渉

が
７
月
か
ら
８
月
に
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
条
件
が
整
い
次
第
、
下
部
工
工
事
が
発
注
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、「
宇
土
道
路
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
平

成
ù６
年
度
の
当
初
予
算
額
は
、
前
年
度
当
初
予
算

と
同
額
の
１
億
２
，
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

�

今
年
度
の
事
業
内
容
と
し
て
は
、
道
路
設
計
、

用
地
幅
杭
設
置
、
用
地
調
査
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
早
け
れ
ば
今
年
度
中
に
一
部
用
地

買
収
に
着
手
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
報
告
を
踏
ま
え
、
委
員
会
で
論
議
さ
れ

ま
し
た
主
な
内
容
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
委
員
か
ら
未
買
収
用
地
に
係
る
道
路
の

設
計
変
更
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら

「
道
路
設
計
を
変
更
す
れ
ば
買
収
し
な
く
て
も
済

む
用
地
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
国
土
交
通
省
は
設

計
変
更
で
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
も
考
え

て
い
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

関
連
し
て
別
の
委
員
か
ら
、「
未
買
収
の
用
地
は

３
０
０
㎡
で
、
金
額
的
に
大
き
く
は
な
ら
な
い
の

で
前
向
き
に
対
処
し
て
も
ら
い
た
い
。」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
後
の
取
り
組
み
と
い
た
し
ま
し
て
、

国
土
交
通
省
及
び
地
元
選
出
の
国
会
議
員
に
対
し

て
の
要
望
活
動
を
行
う
こ
と
を
、
全
会
一
致
で
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
昨
年
度
を
上
回
る

予
算
額
を
確
保
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
の
要
望
活
動
の
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
１
日
も
早
い
熊
本
・
天
草
幹

線
道
路
の
全
線
開
通
を
目
指
し
て
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
高
規
格
道
路
促
進
等
対
策
特
別
委
員
会

ޱଟඒ༤ҕһ

　

論
議
さ
れ
ま
し
た
主
な
も
の
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

議
案
第
49
号　

平
成
26
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、「
高

齢
者
と
児
童
に
対
し
て
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
に
つ
い
て
だ
が
、
利
用
者
の
状
況
と
、
自
己
負
担

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
自
治
体
に
よ
っ

て
補
助
額
に
違
い
が
あ
る
の
か
。
あ
る
場
合
、
本
市

は
周
辺
地
域
と
比
較
し
て
ど
う
な
の
か
。」
と
の
質

疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
昨
年
度
は
学
童
が
２
，

２
６
９
人
、
高
齢
者
が
４
，
４
０
１
人
で
あ
っ
た
。

学
童
に
つ
い
て
は
初
年
度
だ
っ
た
が
た
く
さ
ん
の
方

が
受
け
ら
れ
た
。
自
己
負
担
額
は
学
童
が
１
，

０
０
０
円
、
高
齢
者
が
１
，
７
０
０
円
と
な
っ
て
い

る
。
補
助
額
は
自
治
体
ご
と
に
違
い
が
あ
り
、
本
市

は
標
準
的
な
補
助
額
で
あ
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
に
、
在
宅
介
護
手
当
給
付
費
に
つ
い
て
、
委
員

か
ら
「
国
の
方
針
と
し
て
も
在
宅
介
護
に
力
を
入
れ

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
市
と
し
て
給
付
単
価
を
上

げ
ら
れ
な
い
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
「
大
き
な
財
政
負
担
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
続
け
て
委
員
か
ら
、「
来
年
の
介
護
保
険

法
改
正
に
伴
い
、
要
支
援
１
及
び
２
の
方
に
つ
い
て
、

介
護
給
付
費
の
対
象
か
ら
切
り
離
す
方
向
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
市
の
対
応
、
考
え
方
を
急
ぎ

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。」
と
の
質

疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
本
市
に
お
け
る
サ
ー
ビ

ス
供
給
体
制
を
勘
案
し
、
提
供
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
検
討
を
行
い
、
今
年
度
中
に
事
業
計
画
を
作
成

し
、
平
成
27
年
度
か
ら
事
業
着
手
す
る
予
定
で
あ

る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
か

ら
「
在
宅
介
護
手
当
の
増
額
も
合
わ
せ
て
検
討
し
て

は
ど
う
か
。」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
小
中
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
「
以
前
、
宇
土
小
学
校
と
網
津
小
学
校
の

建
設
の
際
、
将
来
的
に
空
調
設
備
導
入
が
考
え
ら
れ

る
た
め
、
先
行
配
管
を
行
う
べ
き
だ
と
述
べ
た
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行

部
か
ら
「
建
設
時
に
先
行
配
管
し
て
い
る
。」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
続
け
て
、
委
員
か
ら
、「
宇
土
小
学
校
や

網
津
小
学
校
の
空
調
は
ど
の
よ
う
な
形
式
に
な
る
の

か
。」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
「
網
津
小

学
校
は
一
般
的
な
天
吊
り
型
や
壁
掛
け
型
に
な
る
と

思
わ
れ
る
が
、
宇
土
小
学
校
に
つ
い
て
は
仕
切
り
壁

や
扉
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
全
館
空
調
方
式
か
個

別
教
室
に
対
応
す
る
方
式
に
な
る
の
か
今
後
検
討
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
か
ら
「
市
民
体
育
館
で
採
用
し
た
方
式

も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

以
上
が
、
論
議
さ
れ
た
主
な
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、

本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
及
び
可
決

致
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生

健
康
福
祉
部
・
教
育
委
員
会
を
所
管
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【市長提出議案】
ٞҊ൪߸ ݅ɹɹɹ໊ 付ୗҕһ会 ܾٞの݁Ռ

ୈ３ü߸ ઐܾॲのใٴࠂͼঝೝΛٻΊる͜とに͍ͭͯ
ɹઐܾୈ̏߸ɹฏ25宇土市Ұൠ会ิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̒߸）に͍ͭͯ

૯市ຽ
ઃݐࡁܦ
จްڭ生

Ҋঝೝݪ

ୈ36߸ ઐܾॲのใٴࠂͼঝೝΛٻΊる͜とに͍ͭͯ
ɹઐܾୈ̐߸ɹฏ25宇土市ࠃຽ健߁保ݥಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̐߸）に͍ͭͯ จްڭ生 ʏ

ୈ37߸ ઐܾॲのใٴࠂͼঝೝΛٻΊる͜とに͍ͭͯ
ɹઐܾୈ̑߸ɹฏ25宇土市հޢ保ݥಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̐߸）に͍ͭͯ จްڭ生 ʏ

ୈ38߸ ઐܾॲのใٴࠂͼঝೝΛٻΊる͜とに͍ͭͯ
ɹઐܾୈ̒߸ɹ宇土市੫ྫのҰ෦Λվਖ਼͢るྫに͍ͭͯ ૯市ຽ ʏ

ୈ39߸ ઐܾॲのใٴࠂͼঝೝΛٻΊる͜とに͍ͭͯ
ɹઐܾୈ̓߸ɹ宇土市ࠃຽ健߁保ݥ੫ྫのҰ෦Λվਖ਼͢るྫに͍ͭͯ ૯市ຽ ʏ

ୈ40߸ ઐܾॲのใٴࠂͼঝೝΛٻΊる͜とに͍ͭͯ
ɹઐܾୈ̔߸ɹ宇土市੫ಛผાஔྫのҰ෦Λվਖ਼͢るྫに͍ͭͯ ૯市ຽ ʏ

ୈ41߸ 宇土市෦ઃஔྫのҰ෦Λվਖ਼͢るྫに͍ͭͯ ૯市ຽ ҊՄܾݪ
ୈ42߸ 宇土市੫ྫのҰ෦Λվਖ਼͢るྫに͍ͭͯ ૯市ຽ ʏ
ୈ43߸ 宇土市ͻとΓՈఉҩྍඅॿにؔ͢るྫのҰ෦Λվਖ਼͢るྫに͍ͭͯ จްڭ生 ʏ
ୈ44߸ 宇土保ଘඋ検౼ҕһ会ઃஔྫに͍࢙ͭͯ จްڭ生 ʏ
ୈ45߸ ಛผ৬の৬һでඇৗۈのののใुٴͼඅ༻หঈにؔ͢るྫのҰ෦Λվਖ਼͢るྫに͍ͭͯ ૯市ຽ ʏ
ୈ46߸ 宇土市ݻఆࢿ産ධՁһのબに͍ͭͯ ૯市ຽ Ҋಉҙݪ
ୈ47߸ 宇土市ಓ࿏ઢのഇࢭに͍ͭͯ ઃݐࡁܦ ҊՄܾݪ
ୈ48߸ 宇土市ಓ࿏ઢのೝఆに͍ͭͯ ઃݐࡁܦ ʏ

ୈ49߸ ฏ26宇土市Ұൠ会ิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̍߸）に͍ͭͯ
૯市ຽ
ઃݐࡁܦ
จްڭ生

ʏ

ୈ50߸ ฏ26宇土市ࠃຽ健߁保ݥಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̍߸）に͍ͭͯ จްڭ生 ʏ
ୈ51߸ ฏ26宇土市؆қਫಓࣄ業ಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̍߸）に͍ͭͯ ઃݐࡁܦ ʏ
ୈ52߸ ฏ26宇土市学基ۚಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̍߸）に͍ͭͯ จްڭ生 ʏ
ୈ53߸ ฏ26宇土市ړ業ूམഉਫࢪઃඋࣄ業ಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̍߸）に͍ͭͯ ઃݐࡁܦ ʏ
ୈ54߸ 宇土市෭市のબに͍ͭͯ Ҋಉҙݪ
ୈ55߸ 宇土市ڭҭҕһ会ҕһの໋に͍ͭͯ ʏ

【議員提出議案】
൪߸ ݅ɹɹɹ໊

ൃٞୈ̍߸ 地ҬแׅέΞγεςϜߏஙのたΊ地Ҭの࣮にԠ͡たࢧԉΛٻΊるҙݟॻ
ൃٞୈ̎߸ ॻݟと被害のࠜઈにؔ͢るҙࡁઃ業に͓͚るΞεϕετ被害ऀの救ݐ

【報告】
ใࠂ൪߸ ݅ɹɹɹ໊
ୈ̏߸ ฏ25宇土市Ұൠ会܁ܭӽ明ڐඅ܁ӽࢉܭॻのใࠂに͍ͭͯ
ୈ̐߸ ฏ25宇土市؆қਫಓࣄ業ಛผ会܁ܭӽ明ڐඅ܁ӽࢉܭॻのใࠂに͍ͭͯ
ୈ̑߸ ฏ25宇土市ެڞԼਫಓࣄ業ಛผ会܁ܭӽ明ڐඅ܁ӽࢉܭॻのใࠂに͍ͭͯ
ୈ̒߸ 宇土市土地։ൃެࣾのܦӦঢ়گのใࠂに͍ͭͯ
ୈ̓߸ 宇土市৽ܕΠンϑϧΤンβରࡦ行ಈܭըのใࠂに͍ͭͯ
ୈ̔߸ ઐܾॲのใࠂに͍ͭͯɹઐܾୈ9߸ɹૌ͑のఏىに͍ͭͯ
ୈ̕߸ ઐܾॲのใࠂに͍ͭͯɹઐܾୈ10߸ɹૌ͑のఏىに͍ͭͯ
ୈ10߸ ઐܾॲのใࠂに͍ͭͯɹઐܾୈ11߸ɹૌ͑のఏىに͍ͭͯ
ୈ11߸ ઐܾॲのใࠂに͍ͭͯɹઐܾୈ12߸ɹଛ害ഛঈֹのܾఆに͍ͭͯ
ୈ12߸ ઐܾॲのใࠂに͍ͭͯɹઐܾୈ13߸ɹଛ害ഛঈֹのܾఆに͍ͭͯ
ୈ13߸ ฏ25宇土市ਫಓࣄ業会ܭ༧܁ࢉӽࢉܭॻのใࠂに͍ͭͯ

【請願・陳情】
受ཧ൪߸ ɹɹのɹ݅ɹ໊ 付ୗҕһ会 ܾٞ݁Ռ

ئ ฏ26
̍

にಇࠃɾղܾΛ͔るΑ͏ࡁ救ظΞεϕετ被害ऀのૣऀࣄઃ業ैݐ
͖͔͚るئॻ จްڭ生 ࠾

 ฏ26
̍

ʮ͜͜Ζの健߁ΛकΓਪਐ͢る基本法ʯの੍ఆΛٻΊるҙݟॻఏग़にؔ
͢る จްڭ生 ଓ৹ࠪܧ

ฏ�6第̎ճӉ市議会ఆྫ会議ܾ݁ՌҰཡ
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市議会からのお知らせ

ɹॵ͓ݟ͍ਃ্͛͠·͢ɻ
ɹେܕでඇৗに͍ڧ෩̔߸ɼ本ݝに্͢る͜と͕༧
͞れ·͠た͕ɼࣛ児ౡݝに্ޙɼभೆ෦Λ௨ա͠·͠たɻ
に被害͕ͳ͘ϗοと͍た͠·͠たɻ࡞本市の農͍
ɹと͜ΖでɼใಓにΑΓ·͢とਓత被害͕ग़͍ͯる地Ҭ͕͋
Γ·͢ɻ本市でɼ෩ۙに͍ආ難所Λ։ઃ͠ɼࣗओආ
難Λݺͼ͔͚たと͜Ζɼ71ੈଳɾ106ਓのํ͕ආ難͞れ͓ͯ
Γ·͢ɻ·͞にʮඋ͑͋れ༕͍ͳ͠ʯで͢ɻ
ɹ͔͠͠ɼʮࡂ害れた͜Ζにͬͯ͘るʯとのݴ༿͋
Γ·͢と͓Γɼৗに༧ରࡦ͕ඞཁで͢ɻ宇土市でɼ༧
ࣄ業ΛਐΊ͓ͯΓ·͕͢ɼซͤ·ͯ͠ɼօ様の地区のආ難
所ɾආ難ܦ࿏ΛࠓҰ֬ೝ͞れる͜とΛ͓͍ئக͠·͢ɻ

ฤूҕһ
ɹҕһʗޱଟඒ༤ɹ෭ҕһʗև子
ɹҕɹһʗ౻Ҫܚๆɹҕһʗதޱढ़

編 集 後 記

ɹ市ٞ会のϗーϜϖーδでɼ本会ٞ（ఆྫ会ɾྟ࣌
会）の会ٞ録Λެ։͍ͯ͠·͢ɻ
ʦΞυϨεʧ
  įĻĻķāööľľľõĪİĻŀõļĻĶõĲļĴĨĴĶĻĶõıķö
ɹ本会ٞの会ٞ録（子）ɼ市ใެ։ίーナー
（市役所̍֊ϩϏー）ɼ市ཱਤॻؗでӾཡで͖·͢ɻ
ɹͳ͓ɼฏ26ୈ̎ճఆྫ会の会ٞ録ɼฏ26
ୈ̏ճఆྫ会Ҏ߱にӾཡՄで͢ɻ

˕ੜதܧʢϥΠϒ์ૹʣ
ɹٞ会։会தɼ本会ٞ（ఆྫ会ɾྟ࣌会）の様Λ生
தܧで市役所̍֊ϩϏーɾࢧ所ɾాࢧ所にઃஔ
͞れ͍ͯるςϨϏϞχターで͝ཡにͳれ·͢ɻ
ʦ͓͍߹ͤʧ�
ɹ市ٞ会ࣄہɹ0964ʵ22ʵ1111
ɹɹɹɹɹɹɹɹઢ2611
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ண͕ͨ͠৹ٞີʹ׆ຽͷօ͞ΜͷੜࢢձͰٞࢢ
͞Ε͍ͯ·͢ɻۙͳࢢΛΔͨΊʹɼͥͻҰ
ௌͯ͠Έ·ͤΜ͔ɻ
◇	議会傍聴席は市役所議会棟2階の議場内にありま
す。傍聴席入口で必要事項をご記入のうえ，席へ
お着きください。また，委員会傍聴については議
会事務局にて受付をお願いします。

◇	本会議の傍聴席の定員は50人です。
◇	委員会傍聴については，委員会室の広さ・内容等
により人員を制限する場合がありますのでご了承
ください。

◇	原則として，本会議，委員会は午前10時開会で
すが，議事の都合で変更する場合があります。

◇	本会議傍聴の際は，傍聴席入口に掲示の注意事項
をお守りください。

ฏ��

ୈ̏ճఆྫձձظఔ
8 月26日　開会
　　27日　特別委員会　
　　28，29，9 月 １ 日
　　　　　　　質疑・一般質問
9月 2日　文教厚生委員会
　　 ３日　総務市民委員会
　　 ４日　経済建設委員会
　 　 １0日　閉会

ձٞһදজٞࢢ
　ୈ�ճٞࢢձఆྫձ։ձ಄ʹຊձٞʹ͓͍ͯ，දজঢ়ͷୡ͕ߦΘれ·しͨ。

　༰，5݄��，౦ژͷൺ୩ެձಊͰ։͞࠵れ·しͨୈ�0ճશٞࢢࠃձٞձఆ

ձٞձձ͔Β，ਿຊ৴Ұٞ，ଜాએ༤෭ٞ，ງٞࢢࠃ総ձͷ੮্ʹ͓͍ͯ，શظ

千ळٞһ，ఴਖ਼རٞһ͕ٞࢢձٞһとしͯࡏ৬15ͷදজঢ়をत༩͞れͨͷͰす。

ਿຊٞ ଜా෭ٞ ງٞһ ఴٞһ
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